
09年度 数学 IB解答例（河澄） 

かなり丁寧めに書きました。適宜端折って下さい。 

1. 計算問題×4 
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◎ 部分積分を使って既知の arcsinの微分にもちこみます。 
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◎    
の積分なんて嫌なので Fubiniの定理を使って から積分します。このとき、      で

あることに注意します。 
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2. 重積分を使って一変数函数の積分の値を求める問題。 
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について以下の問いに答えよ。 
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3. Green の定理を使った線積分の計算 

    を正の実数とする。 次微分形式        (      )  の（閉じた）曲線 
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◎小テストで似たようなのがありました。曲線が円ではないので強いて言えばそこに注意。 
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4. 地雷。 

(   )    について、  √     とおく。  {(   )    ：   } とする。 

このとき積分 
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が有限な値をとるための   の範囲を求め、そのときの積分の値を求めよ。 

 

◎ 正の函数を積分して負の値が出てきたら死ぬ気で間違いを探しましょう。 

さもないと本当に死にます。 
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5. 微分方程式 
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◎ 微分方程式苦手なので間違ってると思います。→間違ってました。 
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どうもすいませんでした！ 

 

《あとがき》 

個人的に一番難しいと感じたのは 1.(3)です。しばらく部分積分したりして路頭に迷ってしまい

ました。他はじっくり考えれば割とすんなりできる問題が多かった感じがします。arcsinとか

arctanの微分を忘れている人は復習しておいて下さい。（教科書 p.60参照） 

しかし、前ばらしで言ってた「変数分離型で解けなさそうにみえて実は解ける微分方程式」って

どんなんでしょうか。一つ見つけたのが、        (   )ってやつです。暇な人はやってみて

下さい。後は地雷に気をつけて下さい。      


